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普
通
銀
行
の

支
梯
準
備
金

上

野

淳

固

ヨ党

支
梯
準
備
金
D
意

義

二

非

常

時

に

於

け

る

支

梯

白

準

備

銀
行
法
施
行
細
別
に
規
定
す
る
支
梯
準
備

支
梯
準
備
金
の
意
義

銀
行
は
、

一
方
K
於
て
、
預
金
者
に
叫
劃
し
て
は
、
そ
の
預
貯
入
れ
を
受
旬
た
る
資
金
を
安
全
に
管
理
し
‘
そ
れ
を
確
寅
に
梯
戻
す

ぺ
き
立
場
に
あ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
乙
の
預
金
と
し
て
受
け
入
れ
た
る
資
金
を
、
在
る
ぺ
く
多
〈
貸
出
に
振
り
向
け
て
、
枇

舎
の
資
金
需
要
に
慮
や
ペ
き
立
場
に
あ
り
・
と
の
一
見
雨
立
し
難
き
立
場
を
完
全
に
融
合
前
立
せ
し
む
る
所
に
、
経
済
上
の
特
殊
の

職
能
を
持
つ
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
銀
行
は
、
預
金
に
謝
し
て
通
常
一
定
の
利
子
を
支
排
ふ
と
と
を
負
婚
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

乙
の
利
子
の
支
梯
は
、
預
金
た
る
の
資
金
を
貸
出
に
よ
り
利
殖
す
る
と
と
に
よ
っ
て
可
能
友
る
所
で
あ
る
。

に
L

に
於
て
、
銀
行
が
そ
の
預
金
と
し
て
預
け
入
れ
を
受
け
た
る
資
金
の
中
、
幾
許
を
保
留
す
れ
ば
日
常
の
梯
戻
要
求
に
慮
中
る

に
不
足
す
る
こ
と
な
き
か
の
限
度
を
知
る
こ
と
は
、
甚
だ
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
、
邸
ち
‘
貸
出
に
逗
用
し
得

る
資
金
の
限
度
を
知
る
所
以
で
あ
り
、
と
れ
ら
の
確
認
の
上
K
立
っ
と
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
が
初
め
て
、
そ
の
経
済
上
に
も
つ
所
の

普
遺
銀
行
の
支
掛
準
備
金

第
四
十
宝
巻

大，

第

銃

九



普
通
銀
行
の
支
梯
準
備
金

第
四
十
五
巻

大4

害事

銃

穴」

特
殊
の
職
能
を
全
う
し
得
る
こ
と
L
左
る
。
私
が
、
こ

L
に
銀
行
の
支
排
準
備
金
を
研
究
す
る
は
、
蓋
し
、

ζ

の
趣
旨
に
於
℃
で
あ

る
。
た

r
、
本
論
に
於
て
は
、
普
通
銀
行
の
支
排
準
備
金
の
意
義
を
明
か
た
ら
し
む
る
を
主
眼
と
注
し
、
そ
の
他
の
問
題
は
、
次
の

機
舎
に
於
て
こ
れ
を
取
扱
ふ
と
と
と
す
る
。

銀
行
の
た
悌
準
備
金
(
幻
自
q
五
と
い
ふ
も
の
に
は
ご
つ
の
意
義
が
庶
る
。
そ
の
ご

J

は
、
先
換
銀
行
裁
の
強
行
に
封
L
T
保
有

す
め
免
税
砕
備
で
あ
り
て
、
中
央
銀
行
虻
於
り
る
正
貨
準
備
ち
♀
(
一
円
g
2
4
0
)
並
び
に
、
保
設
準
備
が
即
ち
そ
れ
で
島
る
e

他
の
一

つ
は
、
銀
行
が
預
金
、
貸
出
、
潟
替
等
の
業
務
上
、
何
時
に
で
も
支
排
に
際
じ
得
る
が
た
め
に
保
有
す
る
所
の
資
金
で
る
る
。
と
の
二

つ
は
等
し
く
支
梯
準
備
金
と
い
ふ
言
葉
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
乙

L
陀
研
究

ぜ
ん
と
す
る
所
は
、
専
ら
普
通
銀
行
の
支
排
準
備
金
に
就
て
で
る
っ
て
、
中
央
銀
行
、
特
別
銀
行
及
び
貯
蓄
銀
行
の
そ
れ
を
姑
く
論

外
に
置
く
の
で
あ
る
か
ら
、
謂
は
刊
誌
狭
き
意
保
に
於
け
る
支
排
準
備
金
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
本
論
に
於
て
謂
ふ
所
の
文
梯
準
備
金

(
岡
山
口

r
『
2
0『
〈
♂
国
防
ロ
}
円
吉
岡
呂
田

2
3
の
gu
目白。=。)
と
は
、
普
通
銀
行
が
、
そ
の
銀
行
業
務
上
の
支
排
に
膝
や
る
た
め
に
、
何
時

に
で
も
支
排
ひ
得
る
形
態
に
於
て
保
有
す
る
所
の
資
金
た
り
と
定
義
す
る
と
と
が
出
来
る
。

普
通
銀
行
の
業
務
は
.
大
別
し
て
主
要
業
務
、
品
現
肱
百
業
務
、
附
随
業
務
に
分
た
れ
る
が
、
支
梯
準
備
金
の
考
察
に
於
で
必
然
的
関

聯
を
有
す
る
は
、
そ
の
主
要
業
務
で
あ
り
、
就
中
、
預
金
業
務
と
貸
出
業
務
(
貸
付
業
務
及
び
割
引
業
務
)
と
で
あ
る
。

先
づ
、
預
金
業
務
と
の
闘
聯
に
於
て
支
梯
準
備
金
を
考
察
す
る
に
、
そ
れ
は
.
預
金
の
引
出
に
腹
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
.

モ
れ
に
つ
い
て
は
先
づ
預
金
た
る
も
の

L
性
質
を
明
か
に
し
怠
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
預
金
た
る
も
の
は
銀
行
が
そ
の
取
引
先
よ
り
一
定



の
形
式
に
於
て
預
り
た
る
資
金
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
形
式
の
如
何
に
土
り
て
預
金
の
種
類
友
る
も
の
が
生
れ
る
の
で
あ
る
が
、

如
何
な
る
形
式
を
と
る
に
し
て
も
、
そ
の
支
携
の
時
期
に
つ
い
て
格
別
の
約
束
な
き
と
き
は
、
預
金
者
が
預
金
の
引
出
を
需
む
る
左

き
に
、
何
時
に
で
も
支
携
は
ね
ば
友
ら
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
預
金
に
一
定
の
期
間
の
定
め
あ
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
の

経
過
後
に
於
て
支
燐
が
需
め
ら
る
る
な
ら
ば
、
と
れ
を
携
庚
さ
ね
ば
な
ら
ね
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
そ

の
支
梯
は
通
貨
を
以
て
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
た
い
。

資
金
が
預
金
と
し
て
預
け
入
れ
ら
れ
る
と
き
の
現
賓
の
形
態
は
、
本
位
貨
幣
、
補
助
貨
幣
、
政
府
紙
幣
、
銀
行
務
の
如
き
現
金
通

貨
な
る
と
と
も
あ
り
、
ま
た
は
手
形
小
切
手
の
類
を
以
て
す
る
所
の
預
金
通
貨
、
印
ち
預
金
の
振
替
た
る
と
と
も
あ
る
。
預
金
の
引

山
川
が
清
水
せ
ら
れ
ゐ
場
合
に
、
銀
行
H
P
支
捌
ふ
ぺ
き
資
金
の
現
賢
の
形
態
も
旅
同
様
代
、
現
金
油
貨
か
或
は
預
金
油
貨
か
の
何
れ
か

で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
現
金
を
以
て
預
け
入
れ
ら
れ
た
る
預
金
が
、
現
金
で
引
出
さ
れ
る
と
は
限
ら
や
、
ま
た
、
千
形
小
切
手
の
類

を
以
て
預
け
入
れ
ら
れ
た
る
預
金
が
、
手
形
小
切
手
を
以
て
引
出
さ
れ
る
と
も
隈
ら
や
、
何
れ
の
形
態
を
以
て
預
け
入
れ
ら
れ
た
る

資
金
も
、

一
度
銀
行
の
預
金
と
友
り
た
る
以
上
、
そ
の
引
出
に
際
し
て
は
、
銀
行
は
預
金
者
が
要
求
す
る
所
の
通
貨
形
態
を
以
て
、

卸
ち
現
金
通
貨
か
預
金
通
貨
か
、
何
れ
か
そ
の
笠
む
所
の
通
貨
を
以
て
、
支
擁
は
-
泣
け
れ
ば
た
ら
左
い
。
従
っ
て
、
支
梯
準
備
金
も

亦
、
現
金
通
貨
と
漬
金
通
貨
と
の
雨
種
の
形
態
に
於
て
保
有
し
た
け
れ
ば
友
ら
ぬ
こ
と
L
な
る
。

次
に
、
貸
出
業
務
に
闘
聯
し
て
支
梯
準
備
金
を
考
察
す
る
に
、
今
日
、
銀
行
が
貸
出
を
許
容
し
た
る
揚
合
に
於
て
、
そ
の
貸
出
さ

る
e
h

資
金
は
、
貸
出
の
約
束
成
立
と
同
時
に
、
現
金
を
以
て
貸
出
さ
れ
る
こ
左
も
無
い
諜
で
は
な
い
が
、
多
〈
の
場
合
に
於
て
は
、
そ

の
貸
出
金
舗
を
直
ち
に
現
金
を
以
て
交
付
す
る
事
を
友
さ
や
、
貸
出
と
同
時
に
、

一
慮
、
預
金
に
振
替
せ
し
む
る
か
、
或
は
、
貸
出
金

普
通
銀
行
D
支
排
準
備
金

第
四
十
五
巻

:fu 

第

銃

九



普
通
銀
行
の
支
排
準
備
金

第
四
十
五
巻

九
四

望事

披

九

回

額
を
預
金
の
引
出
と
同
様
の
方
法
を
以
て
引
出
す
事
を
承
諾
す
る
か
(
首
座
貸
越
)
に
よ
る
の
で
あ
る
。

貸
出
の
約
束
成
立
と
同
時
に
現
金
が
支
梯
は
る
ふ
揚
合
に
る
っ
て
は
、
己
に
資
金
は
支
携
は
れ
た
の
で
る
る
か
ら
、
乙
れ
に
封
し

て
支
排
準
備
の
問
題
は
存
在
し
な
い
。
併
し
、
貸
出
資
金
が
預
金
と
し
て
振
替
へ
ら
れ
た
る
揚
合
に
は
、
そ
の
預
金
は
殆
芝
総
て
、
営

底
預
金
ま
た
は
、
特
別
賞
座
預
金
の
形
を
採
る
の
で
あ
り
、
且
っ
そ
の
金
額
は
や
が
て
媛
許
も
た
く
引
出
さ
る
E
A

も
の
で
あ
答
。
貸

出
金
制
酬
が
刷
料
金
の
引
出
と
同
じ
方
法
生
以
て
引
出
さ
る
h
揚
合
(
品
商
船
貸
越
)

に

ω、
普
通
の
首
凶
卸
金
と
同
織
に
、
何
時
引
出
さ

れ
る
か
も
知
れ
た
い
も
の
で
・
あ
る
付
れ
ど
も
、
ま
た
必
す
し
も
引
出
さ
る
t
A

と
は
限
ら
泣
い
も
の
で
る
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
と
の

二
つ
の
揚
合
に
於
て
は
、
支
擁
準
備
金
を
必
要
と
す
る
。
而
し
て
、
そ
の
支
挽
準
備
は
前
述
の
預
金
の
揚
合
と
同
様
、
現
金
通
貨
か

預
金
通
貨
か
の
形
態
で
保
有
し
-
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
.

銀
行
が
そ
の
主
要
業
務
た
る
預
金
、
貸
出
の
雨
業
務
を
饗
む
限
り
は
、
通
貨
の
支
携
の
義
務
を
負
ふ
も
の
で
あ
れ
y
、
従
っ
て
、
通

貨
支
携
の
準
備
と
し
て
‘
現
令
通
貨
及
び
預
金
通
貨
の
形
態
に
於
て
、
或
る
一
定
額
の
資
金
を
保
有
し
及
け
れ
ば
注
ら
ぬ
と
と
k
た
る

の
は
、
上
惑
の
如
く
で
あ
る
。
更
に
換
言
す
れ
ば
、
現
金
通
貨
の
預
け
入
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
預
金
、
預
金
通
貨
の
手
段
た
る
手

形
小
切
手
類
の
預
け
入
れ
に
よ
っ
て
生
ヒ
た
る
預
金
、
貸
出
手
取
金
の
預
け
入
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
頭
金
及
び
支
擁
承
諾
の
形
式

に
於
て
奥
へ
ら
れ
た
る
貸
出
の
許
容
(
首
位
貸
越
)
の
別
た
く
、
銀
行
は
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
の
二
形
態
に
於
て
支
排
準
備
金
を

保
有
し
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
の
で
る
る
。

支
排
準
備
金
は
、
上
述
せ
る
如
く
、
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
よ
り
構
成
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
、
支
擁
準
備
金
と
し
て
の

現
金
通
貨
は
如
何
左
る
揚
合
に
銀
行
か
ら
支
梯
は
れ
、
ま
た
.
支
梯
準
備
金
と
し
て
の
預
金
遇
貨
は
如
何
友
る
揚
合
に
銀
行
か
ら
支
扮



は
れ
る
か
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、

支
沸
準
備
金
の
更
に
具
艦
的
な
る
資
金
の
形
態
が
明
瞭
と
な
る
の
で
る

る
今
日
の
金
融
機
構
に
於
で
現
金
通
貨
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
日
常
生
活
費
並
び
に
持
銀
の
支
燐
の
た
め
で
あ
り
、

人
々
は
と
れ
ら
の
支
挽
を
決
済
す
る
必
要
上
、
現
金
通
貨
を
手
許
に
保
有
す
る
。
併
し
.
そ
れ
ら
の
支
沸
決
済
に
、
必
要
に
し
て
且
つ

E

一
充
分
注
る
金
額
を
越
え
た
遁
剰
現
金
は
、
概
ね
、
預
金
と
し
て
銀
行
に
預
け
入
れ
る
。
銀
行
の
立
揚
か
ら
言
へ
ぽ
、
か
〈
の
如
き
事

情
に
よ
っ
て
、
預
金
と
し
て
現
金
通
貨
の
預
け
入
れ
を
受
〈
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
他
方
に
於
て
は
、
預
金
者
に
於
け
る
日
常
生
活

費
の
支
腕
並
び
に
崎
町
銀
の
支
携
の
た
め
に
、
現
金
通
貨
が
、
預
金
よ
り
引
向
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
銀
行
は
、
か
く
の
如
き
用
誌
の
た

め
の
現
金

l
l主
と
し
て
特
別
山
車
預
金
(
ー
に
針
し
で
は
、
女
梯
準
備
金
を
現
金
通
貨
の
形
態
で
保
有
し
な
け
れ
ば
た
ら
‘
泣
い
。

併
し
、
銀
行
は
+
h
k
泌
ぶ
る
如
く
、
日
常
、
窓
口
比
於
て
一
方
で
は
現
金
通
貨
の
支
携
を
な
す
と
共
に
他
方
で
は
現
金
通
貨
の
受

入
を
も
た
す
の
で
あ
る
か
ら
、

一
日
中
に
支
梯
ふ
ぺ
き
現
金
通
貨
の
全
額
を
、
後
め
、
準
備
し
て
保
有
す
る
必
要
は
友
い
。
即
ち
、

川
内
導
州
四
除
強
V
山相
h
f
州
同
ゆ
避
の
揚
合
に
は
、
持
率
州
国
ゆ
惑
l
刷、
f

州
剖
仇
即
時
期
を
保
有
す
れ
ば
足
り
、
ま
た
、
凶
同
事
温
除
、
歯
山
肌
由
州
h
f
州
問
砂
時
珂
の
揚

合
に
は
支
排
現
金
額
は
受
入
現
金
額
を
以
て
賄
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
金
通
貨
を
準
備
す
る
必
要
は
友
い
課
で
あ
る
。
併

し
、
そ
の
何
れ
の
揚
合
に
於
て
も
、
預
入
と
引
出
と
が
時
間
的
に
前
後
る
る
を
売
れ
た
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
に
於
て
常
に

若
干
の
現
金
準
備
を
必
要
と
す
る
。
殊
に
、
現
金
支
排
額
が
現
金
受
入
額
を
超
過
す
る
傾
向
の
大
友
る
揚
合
は
、
現
金
通
貨
の
支
梯

準
備
金
を
豊
富
に
保
有
し
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。
か
-
A

る
と
と
は
、
卒
時
に
あ
っ
で
は
生
活
費
の
支
梯
及
び
持
銀
の
支
梯
が
比
較
的
多

額
に
達
す
る
時
期
た
る
月
末
年
末
等
に
於
て
で
あ
る
。

普
語
銀
行
の
支
排
準
備
金

第
四
十
五
巻

九
豆王

第
一
致

九
五



普
遜
銀
行
白
文
梯
準
備
金

第
四
十
五
巻

九
六

九
六

第

競

上
漣
の
如
く
、
銀
行
は
日
常
の
支
梯
に
臆
宇
る
た
め
に
現
金
通
貨
を
保
有
し
-
な
け
れ
ば
・
た
ら
友
い
の
で
あ
り
、

こ
の
目
的
の
た
め

に
保
有
せ
ら
る
与
も
の
を
、
私
は
、
|
|
後
に
述
ぶ
る
所
の
中
央
銀
行
へ
の
預
ケ
金
の
形
に
於
て
持
つ
所
の
も
の
と
共
に
|
|
支
梯

準
備
金
と
見
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
英
米
に
於
て
は
、
か
a
h

る
平
常
の
営
業
上
の
需
要
に
膝
や
ぺ
き
支
梯
資
金
を
、

4
4
5
E
8
2
(或

は
単
に
司
一
一
)
ま
た
は
、
。
C
Z
2
5
2
与
と
稿
し
、
支
出
抑
準
備
金
と
匝
別
す
ぺ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
ふ
。
か
の
、

4
・出
m
w
m
s
c円

の
如
置
は
、
か
〈
の
川
合
川
T

常
の
叫
営
業
上
の
常
要
は
舷
十
べ
・
き
交
梯
也
炉
、
令
は
‘
定
例
準
備
金
代
包
含
せ
し
む
べ
き
を
は
な
い
L
」叫一両ひ

h

支
排
準
備
金
と
名
付
け
ら
る
る
ぺ
き
も
の
は
、
非
常
且
つ
稀
た
る
需
要
に
庭
や
る
た
め
に
保
有
す
る
安
全
資
金
な
り
と
す
る
の

?
b

る
。
即
ち
日
ふ
、

出
E
r
2
0
M
W
丘
町

Z
E
E
-。
D
E
E円
t
o
g
E
p
r
r
円。

ro
。
rmO20円
四
円
『
巳
唱
『
。
司

E
q
m句
E
r
Z問
調

m
m
F
O
z
-
-
D。
問
自
己
ロ
内
庁
宮
門
町
内

J
g
m円
高
=
@
『

p
r
E
M
r
n
A
O胴
船
戸
向
。
ロ
白
。
同

Mr.-
。
円
円
ロ

M
F
M
4弓
-
ユ
己
凶
同

FormwBrroo-出
向
。
【
『
ロ
ロ
ω
岱
わ
円
一
宮
己
齢
出
〕
、

rロ
ZDOE-
司
-
Z
H
r
E
E
z
n
F
防

司

hwz
。
『
同

Z
己
丘
一
司

E。。
F

門
ム
ロ
・
可
凶
《
】

O
B
M
P

《

HOM-2
。
円
。

2
2ご
日
巳
山
口
〕
『

E
-
3
4
r旦
0
4
2
d司
O己
凶
巧

m
E
n
q
n
r
o
o
u
n
z
z
m町
、
調
。

E
z
m
[
2
2『
巳
】
〕
可
品
目
旦
宮
市
川

E
r
r

ro言
語
ロ
子
宮

E
帥

F

Z

F
の

E
E
項目

5
E
2
4司
自
宮
内
田

2
町
内
『
母
出
釦

E
p
n
E
A可
申
さ
て
『

ZD門
凶
器
君
。
目
ミ

E
=
-
F
F巾
号
m
n
E
E
Z
2
0
Z
E
r『

p
o
t
z
M
r
Z
E
O
O件
。
再

E
Z色
EP弓
同
ロ
品
口
問
中

2
5ロ
円
品
。

E
E品川伊

か
く
の
如
き
、

日
常
支
梯
の
た
め
に
保
有
す
る
資
金
を
、
支
梯
惟
十
備
金
と
名
付
く
べ
き
か
、
非
常
且
つ
稀
・
な
る
需
要
に
慮
中
る
た

め
に
保
有
す
る
資
金
を
支
梯
準
備
金
と
名
付
く
ペ
き
か
と
い
ふ
問
題
は
、
命
名
上
の
事
柄
で
る
っ
て
質
賃
上
の
問
題
で
は
友
い
。

た
ピ
私
が
と
L

に
問
題
と
す
る
所
は
、
銀
行
が
業
務
上
の
支
梯
に
腹
宇
る
た
め
に
何
時
に
で
も
支
挽
ひ
得
る
形
態
に
於
て
保
有
ナ
る

所
の
資
金
の
性
質
と
、
そ
れ
が
銀
行
の
全
資
金
の
運
用
の
仁
に
も
つ
所
の
関
聯
的
作
用
と
で
る
る
。
私
は
か
a
A

る
資
金
を
文
梯
準
備

金
と
名
付
〈
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
が
日
常
の
文
携
の
た
め
に
保
有
す
る
現
金
通
貨
は
、
首
然
、
支
梯
準
備
金
と
看
倣
す
の
で

Bagehot， W.， Lombard Street. (edited by Withers，日.)London '915・p.26. 
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あ
る
。
従
っ
て
、
私
の
問
題
と
す
る
立
場
よ
り
い
へ
ば
、
空
間
。
宮
門
そ
の
他
の
上
遁
の
如
き
匝
別
は
適
切
な
ら
や
と
考
へ
る
。
今
、
我

園
の
慣
行
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
か
て
の
如
き
日
常
出
納
資
金
的
な
る
支
燐
準
備
金
と
そ
む
し
ろ
支
梯
準
備
金
と
考
へ
ら
れ
得

る
。
例
へ
ば
、
我
園
大
都
市
の
普
通
銀
行
小
支
底
、
或
は
出
張
所
忙
あ
っ
て
は
、
各
々
、
本
庄
或
は
大
支
底
に
諸
勘
定
を
依
存
す
る

閥
係
よ
り
、
卒
常
、
業
務
上
の
支
抑
に
際
宇
る
た
め
の
準
備
占
し
て
は
、
日
常
出
納
資
金
の
み
を
保
有
し
、
後
に
遁
ぷ
る
が
如
き
交

換
尻
決
済
資
金
、
或
は
支
梯
準
備
金
と
な
り
得
る
そ
の
他
の
資
金
は
と
れ
を
保
有
し
た
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
銀
行
に
於

て
は
日
常
出
納
資
金
を
以
て
即
ち
支
挽
準
備
金
と
考
へ
る
の
外
泣
い
の
で
あ
る
。

は
支
出
抑
準
備
金
を
定
義
し
て
、
銀
行
が
要
求
梯
債
務
(
り
ゅ
E
S
L
r
p
r
E
巴
日
)
の
支
携
に
際
や
る
売
め
に
.
そ
の

掌
中
に
保
有
す
る
現
金
の
準
備
を
意
味
す
る
と
お
す

h
e

と
の
瓢

Y
N
8
0門
と
具
り
率
九
一
私
の
刑
法
陀
泣
き
も
の
勺
あ
る
。
併
し
加
に
の

。
・
司
・
ロ
ロ
ロ
rm弓

命
名
は
、
寧
る
狭
き
に
過
ぐ
る
嫌
ひ
が
る
る
。
印
ち
‘
我
園
に
於
け
る
普
通
銀
行
の
預
金
の
主
た
る
も
の
に
つ
い
て
と
れ
を
見
る
も
‘

銀
行
の
立
揚
か
ら
一
言
っ
て
、
首
座
預
金
と
特
別
富
一
也
預
金
と
は
、
所
謂
要
求
梯
の
債
務
た
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
封
し
て
支
挑
準

備
金
を
も
た
ね
ば
な
ら
肉
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
友
き
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
に
も
通
知
預
金
に
謝
し
て
は
、
支
擁
要
求
の
通

知
を
侯
っ
て
、
ま
た
定
期
預
金
に
封
し
て
は
、
そ
の
満
期
日
の
到
来
に
営
っ
て
T
l
|
全
部
に
封
し
て
は
必
要
は
・
な
い
が
ー
ー
そ
の
或

る
部
分
に
釘
し
で
は
、

矢
張
り
何
れ
も
支
梯
準
備
金
を
保
有
し
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
更
に
、

支
挽
準
備
金
は
現
金
ば
か
り
で
は
な
く
、

次
に
漣
ぷ
る
が
如
く
、
預
ケ
金
を
以
て
も
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ロ
ロ
ロ

r=は
か
L
る
黙
を
見
落
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
e

申
引
に
、
支
挽
準
備
金
と
し
て
の
預
金
通
貨
に
つ
い
て
観
察
す
る
に
.
銀
行
の
預
金
に
謝
し
て
の
支
梯
請
求
、
或
は
貸
出
に
謝
し
て

普
通
銀
行
。
支
掛
準
備
金

大4

七

第
四
十
五
巻

九
七

第
一
一
説
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普
通
銀
行
自
支
椀
準
備
金

第
四
十
五
巻

九
月、

告書

貌

九

"、

の
借
受
請
求
は
、
前
述
の
如
〈
、
現
金
通
貨
を
以
て
需
要
せ
ら
れ
る
外
に
、
ま
た
預
金
通
貨
を
以
て
引
出
さ
れ
て
、
そ
の
取
引
先
に

封
す
る
支
沸
の
決
済
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

L
K
、
預
金
通
貨
が
支
排
の
決
済
に
充
て
ら
れ
る
と
い
ふ
意
味
は
、
預
金
の

ま
誌
で
そ
の
所
有
者
を
轄
換
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
る
る
。
今
日
の
金
融
機
構
に
於
て
預
金
通
貨
が
支
携
の
決
済
に
充
で
ら
れ
る
揚
合

は
、
主
と
し
て
卸
賓
取
引
、
そ
の
他
豆
額
の
取
引
(
生
産
財
取
引
、
資
金
投
下
の
取
引
の
如
き
)
に
於
て
?
あ
り
、
そ
の
手
段
た
る
も
の

は
主
L
」
し
て
手
形
小
切
手
ヴ
あ
る
。
預
金
の
t

L

で
些
の
所
有
者
の
蹄
換
が
行
は
れ
る
に
は
ご
つ
の
揚
ム
口
が
あ
る
。

第
一
の
相
官
合
は
、

平
副
肘
小
切
ず
の
臨
世
間
人
と
受
取
人
と
が
同
一
銀
行
に
取
引
関
係
を
布
す
る
揚
合
で
あ
っ
て
、
と
の
揚
合
に
於
て
は
、
支
挽
人
た
る
銀

行
は
、
振
出
入
の
預
金
勘
定
、

又
は
傍
受
人
の
貸
出
金
額
を
、
受
取
人
の
預
金
勘
定
へ
帳
簿
上
の
振
替
記
入
を
な
す
と
と
に
よ
り
、

支
排
を
決
済
す
る
。
卸
ち
、
現
金
通
貨
を
用
ひ
守
し
て
支
梯
決
済
が
行
は
れ
る
の
で
る
る
。
か
〈
の
如
き
自
行
宛
の
手
形
小
切
手
に

針
し
で
は
‘
支
排
準
備
金
が
必
要
と
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
自
ら
明
か
で
あ
る
。

第
二
の
揚
合
は
、
手
形
小
切
手
の
振
出
人
と
、
そ
の
受
取
人
と
が
互
に
相
異
る
銀
行
に
取
引
関
係
を
持
つ
揚
ム
口
で
る
っ
て
、
受
取

人
が
彼
の
取
引
銀
行
へ
持
参
せ
る
手
形
小
切
手
は
、
支
燐
銀
行
(
振
出
入
と
取
引
関
係
る
る
)
よ
り
取
立
て
ら
れ
司
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
o

か
a
A

る
他
行
宛
の
手
形
小
切
手
は
、
今
日
の
金
融
機
構
に
於
て
は
、
毎
営
業
日
、
手
形
交
換
所
に
持
寄
ら
れ
、
各
銀
行
聞
に
於
で
受
取

金
額
と
支
沸
金
額
と
を
計
算
し
て
相
殺
を
た
し
、
そ
の
差
額
は
中
央
銀
行
(
我
闘
に
於
て
は
日
本
銀
行
)
に
於
け
る
預
ケ
金
へ
の
預
け

入
れ
、
或
は
預
ケ
金
か
ら
の
引
出
の
形
式
を
以
て
、
交
換
尻
の
決
済
と
し
て
行
ふ
の
で
あ
る
。
各
銀
行
は
と
の
交
換
尻
決
済
資
金
と
し

て
中
央
銀
行
に
嘗
座
預
金
の
口
座
を
聞
い
て
ゐ
る
。
我
闘
に
於
て
は
、
と
の
預
金
は
蛍
該
銀
行
の
勘
定
科
目
に
於
て
は
、
日
本
銀
行
へ

の
預
ケ
金
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
銀
行
に
於
て
は
そ
の
営
業
報
告
に
一
般
預
金
ム
」
稽
し
て
記
載
さ
れ
て
ゐ
る



も九
V

で
あ
る
。
銀
行
は
他
行
兎
手
形
小
切
手
の
交
換
上
の
負
け
方
部
分
を
・

こ
れ
を
以
て
支
梯
ふ
の
で
あ
る
。
今
日
.
銀
行
間
の
日

々
の
支
燐
は
、
中
央
銀
行
に
於
け
る
か
h
A

る
預
金
の
受
入
ま
た
は
支
燐
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る

a

即
ち
、

他
行
宛

手
形
小
切
手
線
額
に
於
て
ぬ
詞
哨
潟
、
γS4μ
司
甫
ロ
マ
帯
E
川市潟、
γ
g
川
市
古
習
の
揚
合
に
は
交
換
尻
が
負
け
で
る
る
か
ら
、
そ
れ
に
針
し
て

は
、
川
町
議
劃
|
胤
湖
加
が
支
梯
準
備
と
し
て
必
一
要
と
せ
ら
る
べ
き
金
額
で
あ
り
、
浦
河
」
市
浪
ι
d
S
4
5
強
H
帯
E
4
H潟
今
神
田
叫
川
主
鏑
又
は
.

胤
河
鴨
緑
ι
d
g
A布
告
費
八
帯

E
4
H選
手
S
4川
岳
遭
の
場
合
に
は
相
殺
勘
定
又
は
受
取
勘
定
(
交
換
尻
勝
ち
)
と
左
る
か
ら
支
梯
準
備
金
を
必

要
と
し
左
い
。
従
っ
て
、
銀
行
全
般
の
立
場
か
ら
視
れ
ば
、
中
央
銀
行
へ
の
預
ケ
金
は
、

日
々
の
銀
行
業
務
上
の
支
梯
陀
燃
や
る
た

め
に
何
時
に
で
も
支
擁
び
得
る
所
の
、
預
金
通
貨
な
る
形
態
に
於
て
保
有
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
支
排
準
備
金
と
し
て
の
職
能
を
備

へ
た
る
も
の
と
す
口
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

上
漣
せ
し
所
を
要
約
す
れ
ば
、
支
梯
準
備
金
は
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
の
二
形
態
を
採
り
、
前
者
は
日
常
出
納
資
金
と
し
て
の
峨

能
を
、
後
者
は
手
形
小
切
手
等
の
交
換
尻
決
済
資
金
と
し
て
の
職
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
今
日
の
金
融
機
構
に
於
て

は
、
日
常
出
納
資
金
は
、
銀
行
の
庫
中
に
於
て
、
正
貨
、
補
助
貨
幣
、
先
換
探
等
の
現
金
を
以
て
保
有
せ
ら
れ
、
交
換
尻
決
済
資
金

と
し
て
の
支
挽
準
備
金
は
、
日
本
銀
行
へ
の
預
ケ
金
と
し
て
保
有
せ
ら
れ
る
。

東
京
手
形
交
換
所
月
報
{
昭
和
九
、
九
、
十
一
年
度
)
の
会
園
組
合
及
び
代
理
交
換
銀
行
月
末
牧
納
高
よ
り
推
算
す
れ
ば
、
銀
行
(
特
別

銀
行
、
貯
蓄
銀
行
を
も
合
む
)
が
要
求
せ
ら
れ
る
支
擁
線
額
中
現
金
と
手
形
小
切
手
と
の
割
合
は
突
の
如
く
で
あ
る
。

昭
和
九
年
各
月
末
日
卒
均

一謂現
四分
四直金

手
形
小
切
手

割

分

直

八
五
六

普
通
銀
行
四
支
抑
準
備
金
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四
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五
巻
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九
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普
通
銀
行
の
支
梯
準
備
金

第
四
十
五
巻

O 
O 

脅事

挽

O 
O 

昭
和
十
年
各
月
末
日
平
均

四
0 

八
六

O

昭
和
十
一
年
各
月
末
日
平
均

四
O 

八
六

O

次
に
、
右
の
手
形
小
切
手
中
.
自
行
宛
振
答
と
他
行
宛
と
の
割
合
は
突
の
如
く
で
あ
る
。

昭
和
九
年
各
月
末
日
平
均

l当
行

工三 l目 y[l; 

O分振。，m替

出国一

T
h包

z
e々
壬勾
1
4ク

割

分

直

七
0
0

昭
和
十
年
各
月
末
日
平
均

三

O
七

ノ、

九

昭
和
十
一
年
各
月
末
日
平
均

O 

六
九
八

右
の
他
行
宛
手
形
小
切
手
は
、
手
形
交
換
所
に
持
寄
ら
る
L
全
部
で
る
る
か
ら
、
手
形
交
換
高
を
形
成
す
る
。
そ
の
手
形
交
換
高

か
ら
、
交
換
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
部
分
を
差
引
き
た
る
建
高
は
、
即
ち
交
換
尻
で
る
る
。
今
、
手
形
交
換
に
よ
る
相
殺
部
分
と
交

換
尻
と
の
一
割
合
を
見
る
に
、
次
の
如
〈
で
る
る
。
(
こ
の
項
は
金
融
事
項
参
考
書
昭
和
十
一
年
調

一
四
一
一
、
一
四
三
頁
よ
り
算
出
)

昭
和
九
年
各
月
平
均

相
尽劉殺
」ノt盛岡山

四屋分

一割父
九分換
六E 尻

昭
和
十
年
各
月
平
均

八
O
七

一
九
三

昭
和
十
一
年
各
月
平
均
(
一
月
よ
り
六
月
ま
で
)

八
O
七

一
九
三

従
っ
て
、
我
園
に
於
け
る
銀
行
(
特
別
銀
行
、
貯
蓄
銀
行
を
も
合
む
)
に
封
し
て
請
求
せ
ら
る
L
支
梯
要
求
額
を
仮
に
一

0
0
0と
し
て
、

現
寅
に
支
携
は
れ
る
部
分
を
概
算
す
れ
ば
.
先
づ
、
現
金
通
貨
を
以
て
支
携
は
る
L
A

部
分
以
一
四

O
、
次
に
、
交
換
上
に
於
て
負
け
方
と



ヘ

∞

司

号

4

d

q

H

喧
日

J

な
り
た
る
場
合
に
、
預
金
通
貨
を
以
て
支
携
は
そ
部
分
は
二
六

2
7
ヨq
s
J
q
E
F九
割
割
引
)
己
申
・

3
と
た
る
。
従
つ

て
、
銀
行
が
日
常
そ
の
業
務
上
、
賓
際
に
於
て
支
梯
の
必
要
と
友
る
額
は
大
牒
卒
均
的
に
い
へ
ば
.
支
燐
の
要
求
を
受
く
る
線
額
一

0
0
0
に
叫
劃
し
て
一
四

O
(交
換
上
勝
ち
方
の
揚
合
)
又
は
二
五
六
(
交
換
上
負
け
方
の
場
合
)
で
あ
る
。
故
に
、
銀
行
が
支
排
準
備
金

と
し

τ日
常
用
意
す
る
を
必
要
と
す
る
金
額
は
、
こ
の
支
梯
要
求
を
受
〈
ぺ
き
全
額
で
は
た
〈
、
そ
の
一
小
部
分
を
以
て
足
る
こ
と

は
明
か
で
る
ら
う
。

-ー--
非
常
時
に
於
け
る
支
捕
の
準
備

文
排
準
備
金
は
n

右
に
述
ぷ
る
が
如
〈
、
銀
行
が
平
常
の
業
務
上
の
文
捌
を
闘
滑
に
議
行
ナ
ペ
〈
保
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

τ、乙

れ
に
よ
っ
て
管
業
の
安
全
性
が
確
保
さ
る
べ
き
空
白
で
あ
る
。
然
る
に
金
融
界
が
柳
か
で
も
動
揺
し
、
銀
行
に
封
ず
る
信
用
が
低
下
す

る
が
如
き
非
常
時
に
直
面
し
た
揚
合
に
於
て
は
、
要
求
排
の
性
質
を
有
す
る
営
座
預
金
及
び
特
別
賞
座
預
金
に
針
し
て
の
み
た
ら
や
、

己
に
期
限
の
到
来
せ
る
逼
知
預
金
、
定
期
預
金
及
び
そ
の
他
の
預
金
に
劃
し
て
、
預
金
者
は
一
時
に
そ
の
現
金
引
出
を
請
求
す
る
こ

と
h
-
怠
る
。
所
謂
、
銀
行
取
付
で
あ
っ
て
、
銀
行
は
か
ミ
る
緊
急
非
常
時
に
際
し
て
現
金
挽
戻
の
要
求
K
熔
や
る
た
め
に
は
、
平
素

保
有
す
る
支
沸
準
備
金
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
は
会
〈
困
難
で
る
る
c

従
っ
て
、
そ
れ
が
針
策
と
し
て
、
何
時
に
で
も
支
挽
準
備
金

と
た
り
得
る
資
産
を
、
平
案
に
於
て
保
有
す
る
乙
と
に
よ
り
、
銀
行
業
務
の
安
全
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。

前
述
せ
し
如
く
、
同
長
与
♀
は
‘
私
の
謂
ふ
所
の
支
梯
準
備
金
を
以
て
、
日
常
出
納
資
金
と
名
付
け
、
と
れ
を
所
朝
間
支
梯
準
備
金
に

包
含
せ
し
め
歩
、
支
排
準
備
金
を
以
て
、
銀
行
が
非
常
且
つ
稀
訟
る
支
携
の
要
求
に
膝
や
る
た
め
に
保
有
す
る
安
全
資
金

(
g
p
q
s
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た
り
と
し
、
ま
た
我
闘
に
於
て
も
、
支
梯
準
備
金
と
は
銀
行
が
預
金
の
不
時
の
引
出
に
藤
十
る
た
め
に
保
有
す
る
資
金
訟
り

と
定
義
す
る
撃
者
も
あ
る
。

併
し
、
現
寅
に
於
て
、
私
の
謂
ふ
所
の
支
排
準
備
金
た
る
も
の
は
、
平
時
た
る
と
緊
急
非
常
時
た
る
と
を
聞
は
宇
、
支
排
の
請
求

に
針
し
て
、
何
時
に
で
も
支
挑
ひ
得
る
形
態
に
於
て
保
有
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
非
常
時
に
於
て
も
、
勿
論
そ
の
支
排
に
充
て

ら
れ
る
。
た
ピ
緊
念
非
常
時
に
際
し
で
は
、
前
漣
の
支
出
帥
準
備
金
の
み
を
以
亡
し
て
は
、
そ
の
引
出
の
需
要
に
舷
や
る
に
は
足
り
な

い
の
は
一
一
一
日
ふ
ま
で
も
な
い
。
併
し
、
か
L
A

る
と
と
は
.

一
方
よ
り
言
へ
ぽ
、
利
時
起
る
か
も
知
れ
た
い
も
の
で
あ
る
防
れ
ど
も
.
位

方
よ
り
き
ロ
へ
ば
.
ま
た
稀
に
し
か
起
ら
た
い
も
の
で
る
る
。
従
っ
て
、
か
く
の
如
き
揚
合
に
針
す
る
準
備
と
し

τは
、
必
や
し
も
、

通
貨
や
中
央
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
を
以
て
す
る
の
要
は
な
い
。
そ
の
担
額
合
に
際
し
て
、
容
易
に
支
排
資
金
と
な
り
得
る
資
産
を
以

で
準
備
す
れ
ば
足
る
。

か
L

る
資
産
が
私
の
謂
ふ
所
の
支
梯
準
備
金
た
り
得
る
資
産
た
る
も
の
で
あ
る
。

緊
急
非
常
時
に
際
し
て

は
、
銀
行
は
、
平
索
、
支
抑
準
備
金
た
り
得
る
資
産
と
し
て
保
右
せ
る
も
の
を
、
支
排
準
備
金
化
し
て
取
付
に
際
宇
れ
ば
よ
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
支
挽
準
備
金
そ
の
も
の
は
‘
こ
れ
を
平
時
の
支
梯
準
備
金
の
と
と
に
限
定
し
、
非
常
時
の
所
謂
支
排
準
備
金
は

と
れ
と
匪
別
し
て
観
察
す
る
と
と
が
、
窓
T

ろ
正
蛍
で
る
る
。
故
に
、
私
を
以
て
と
れ
を
言
は
し
む
れ
ば
、
支
捌
準
備
金
を
以
て
緊
念

非
常
時
の
支
排
資
金
と
す
る
は
、
明
か
に
支
燐
準
備
金
と
支
燐
準
備
金
た
り
得
る
資
産
と
を
混
同
せ
る
も
の
に
他
た
ら
友
い
・

然
ら
ば
、
支
携
準
備
金
た
り
得
る
資
産
と
は
如
何
左
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
何
故
に
・

支
梯
準
備
金
そ
の
も
の
と
、
支

挽
準
備
金
た
り
得
る
資
産
と
は
層
別
し
て
観
察
し
友
け
れ
ば
な
ら
ね
も
の
で
あ
る
か
。

銀
行
は
、
預
金
に
謝
し
て
、
支
梯
要
求
に
確
貨
に
感
じ
得
る
乙
と
に
於
て
、
そ
の
業
務
の
安
全
性
を
保
ち
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ



れ
と
共
に
ま
た
.
貸
出
の
要
求
陀
謄
じ
得
る
と
と
に
於
て
、
金
融
機
関
た
る
の
峨
能
を
全
う
し
得
る
の
で
あ
る
。
銀
行
が
預
金
に
封

し
て
、
そ
の
沸
庚
の
要
求
に
如
何
に
確
寅
に
膝
じ
得
る
欣
態
に
あ
る
に
し
て
も
、
貸
出
の
要
求
に
際
や
る
と
と
が
出
来
な
け
れ
ば
金

融
機
関
た
る
の
意
味
を
失
ふ
こ
と
a
h

友
る
。
銀
行
が
金
融
機
関
た
る
の
職
能
を
愈
K

多
く
蓋
さ
ん
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
そ
の
預
金

と
し
て
受
け
入
れ
た
る
資
金
の
う
ち
の
出
来
得
る
だ
け
多
く
の
部
分
を
、
貸
出
に
振
り
向
け
・
な
け
れ
ば
注
ら
ぬ
。
ζ

L

K
於
て
銀
行
は
、

預
金
の
梯
戻
の
請
求
陀
廃
ヒ
得
る
確
質
性
を
寄
せ
ざ
る
限
度
に
於
て
、
貸
出
を
左
す
と
と
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
た
る
の
職
能
を
牽

す
と
共
に
、
預
金
者
に
釘
す
る
安
全
性
を
保
障
し
居
る
も
の
と
言
は
た
け
れ
ば
た
ら
む
。

殊
に
、
銀
行
は
、
預
金
に
剥
し
て
通
常
若
干
の
利
子
を
負
婚
す
る
の
み
友
ら
や
、
そ
の
業
務
経
替
上
の
経
費
を
も
要
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
、
貸
出
K
よ
っ
て
焚
〈
ゐ
所
の
利
子
主
以
で
文
耕
す
あ
の
他
は
な
い

c
mも
、
貸
出
資
金
の
固
定
化
苧
貸
倒
れ
を
越

〈
る
に
は
、
貸
出
刺
子
の
高
率
b
L
望
む
と
と
を
得
十
し
て
、
低
率
に
満
足
す
る
の
他
は
危
い
。
低
翠
の
貸
出
に
満
足
し
て
而
も
そ
の

利
子
牧
入
を
多
か
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
預
金
と
し
て
受
け
入
れ
た
る
資
金
の
中
、
そ
の
支
排
準
備
金
と
し
て
保
有
す
る
額
に
針
す

る
、
貸
出
の
額
の
割
合
を
出
来
得
る
限
り
大
-
た
ら
し
め
た
け
れ
ば
注
ら
ぬ
。

そ
れ
が
た
め
に
は
、
銀
行
は
1

そ
の
平
常
の
業
務
に
於
て
、
預
金
の
引
出
請
求
に
上
り
現
寅
に
支
梯
ふ
こ
と
L
友
る
所
の
金
額
は

-
|
営
座
貸
越
と
し
て
引
出
さ
る
L
金
額
も
と
れ
と
同
様
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
金
制
制
も
同
時
に
考
慮
に
入
れ

る
ぺ
き
で
は
あ
る
が
、
用
語
の
簡
略
の
た
め
に
、
以
下
車
に
預
金
の
引
出
請
求
額
と
い
ふ
語
を
以
て
と
れ
を
代
表
せ
し
め
る
1

1
預

金
に
劃
し
て
、
ー
ー
と
れ
も
営
座
貸
越
契
約
の
限
度
を
同
時
に
考
慮
に
入
れ
る
と
と
L
し
て
1

1
幾
許
の
割
合
を
占
む
る
も
の
で
あ

る
か
を
知
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

乙
の
割
合
を
知
る
と
と
に
よ
っ
て
、

卒
常
手
許
に
支
梯
の
準
備
と
し
て
保
有
す
べ
き
額
を
知

普
通
銀
行
田
支
掛
準
備
金

第
四
十
五
巻

O 

第

競

C 
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り
、
同
時
に
、
貸
出
に
充
て
得
る
額
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
平
常
の
業
務
に
於
て
支
携
の
必
要
の
た
め
の
準
備

金
額
を
知
る
こ
と
は
、
銀
行
が
金
融
機
聞
と
し
て
の
職
能
を
霊
す
た
め
の
活
動
の
限
度
l
|貸
出
の
限
度
ー
ー
を
知
る
た
め
に
必
要

た
の
で
あ
る
。

銀
行
取
付
の
起
る
が
如
き
緊
急
非
常
時
に
於
げ
る
支
梯
も
、
銀
行
と
し
て
無
用
意
で
あ
る
ぺ
き
で
は
た
い
。
併
し
、
銀
行
取
付
の

と
の
揚
合
に
針
ず
る
準
備
は
、
平
常
の
支
抑
準
備
と
金
〈
分
翻
し
て
底
世
ナ
べ
き
で

加
を
は
、
級
め
て
稀
た
る
も
の
で
め
る
か
ら
、

あ
お
。
若
し
も
、
非
椅
耐
の
銀
行
取
付
に
拘
泥
し
て
、
罰
金
と
し
て
受
け
入
れ
た
る
資
金
を
、
貸
出
K
活
用
す
る
こ
と
が
な
げ
れ
ば

h

銀
行
は
み
一
く
そ
の
枇
合
的
金
融
機
関
た
る
の
職
能
を
放
棄
す
る
の
他
一
泣
き
こ
と
L
左
る
。

殊
に
、
貸
出
の
中
に
も
相
常
の
利
子
を
生
み
左
が
ら
、
何
時
に
で
も
、
而
も
容
易
に
、
通
貨
の
形
態
に
復
し
得
る
の
方
法
に
於

τ

行
ひ
得
る
も
の
も
る
る
。
コ
ー
ル
ロ

l
y
や
短
期
手
形
の
割
引
の
如
き
は
乙
れ
で
る
る
。
ま
た
、
貸
出
の
費
形
た
る
有
償
詮
唱
悼
の
投

資
の
如
き
も
、
大
戴
省
設
象
や
閲
債
の
如
き
は
、
要
却
若
し
く
は
捲
保
に
よ
り
、
容
易
に
通
貨
と
友
す
こ
と
が
出
来
る
も
の
で

b
る
o

銀
行
は
か
〈
の
如
き
方
法
に
よ
っ
て
投
資
を
友
せ
ば
.
今
日
の
褒
達
し
た
る
金
融
機
構
に
於
て
は
、
，

l
l中
央
銀
行
の
進
歩
し
た
る

A
A
換
義
行
制
度
と
相
倹
っ
て
ー
ー
そ
の
緊
急
非
常
時
に
劃
す
る
用
意
左
し
て
飲
く
る
所
は
左
い
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
く
、
緊
念
非
常
時
に
針
す
る
用
意
と
し
て
は
、

自
ら
、
そ
の
方
法
の
存
す
る
も
の
で
あ
り
、

而
も
、
そ
れ
は
、
卒
索

に
於
て
貸
出
投
資
の
運
用
の
下
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
が
金
融
機
関
た
る
職
能
を
霊
す
と
と
に
於
て
働
い
て
ゐ
る
の
で
あ

り
、
支
排
準
備
金
が
預
金
の
支
梯
要
求
に
封
ず
る
用
意
と
し
て
存
在
す
る
に
相
封
し
て
、
銀
行
を
し
て
銀
行
た
る
の
作
用
を
管
室
し

め
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
故
に
、
緊
急
非
常
時
に
針
す
る
も
の
は
、
卒
常
は
支
排
準
備
金
と
し
て
通
貨
の
形
態
に
於
て
保
有
す
る
の
要

警



な
く
、
そ
の
時
に
際
し
て
通
貨
と
な
り
、
卸
ち
支
梯
準
備
金
と
な
り
得
る
を
以
て
足
る
と
共
に
、
銀
行
の
金
融
機
関
た
る
性
質
よ
り

見
て
、
ま
た
左
様
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
れ
が
、
平
常
の
業
務
上
の
支
携
に
謝
す
る
準
備
と
し
て
通
貨
の
形
態
に
於
て
保
有

す
ぺ
き
資
金
を
、
支
擁
準
備
金
と
名
付
け
、
非
常
時
に
叫
制
す
る
用
意
の
資
金
は
、
支
梯
準
備
金
た
り
得
る
資
産
と
し
て
両
者
を
匝
別

ず
る
の
理
由
で
る
る
。

更
に
、
支
梯
準
備
金
は
そ
の
金
舗
を
算
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
非
常
時
に
封
ず
る
用
意
在
し
て
の
資
金
は
、
何
程
を
要
す
る

か
官
金
く
算
定
し
得
る
も
の
で
は
左
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
引
山
山
さ
る
L
原
因
た
る
事
情
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

銀
行
が
、
平
常
引
の
業
務
上
交
排
佐
求
め
ら
る
L

も
の
k
中
、
現
金
が
引
出
さ
る
弘
主
た
る
揚
合
口
、

さ
き
に
泌
ぺ
た
る
如
〈
.
生

活
費
と
し
て
の
文
沸
及
び
勢
銀
の
支
携
の
た
め
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
結
局
に
於
て
小
賓
取
引
の
決
済
に
寛
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
乙
れ
は
、
卒
日
と
月
末
近
き
日
と
に
於
て
、
そ
の
所
要
金
額
は
具
る
け
れ
ど
も
、
祉
合
情
勢
の
平
静
た
る
限
り
、
あ
ま
り

蝿
変
動
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
と
の
目
的
の
た
め
に
引
出
さ
る
L
金
額
の
預
金
総
額
に
叫
劃
す
る
割
合
は
、
略
L
R

一
定
の
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
経
験
と
統
計
と
を
以
て
算
出
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
手
形
小
切
手
を
以
て
引
出
さ
る
h
h

額
も
犬
口
取

引
の
決
済
か
資
金
投
下
の
取
引
か
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
支
排
人
に
よ
っ
て
引
出
さ
る
L
と
共
に
、
受
取
人
に
上
っ
て

漬
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
、

一
定
の
景
気
欣
況
の
下
に
於
て
は
、
ま
た
、
略
K

一
定
程
度
の
合
額
の
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
銀
行
相

互
聞
の
授
受
に
終
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
俄
令
、
交
換
尻
決
済
資
金
を
以
て
し
て
幾
分
の
不
足
が
あ
る
に
し
て
も
、

コ
ー
ル
そ
の
他

の
方
法
に
主
っ
て
園
浦
に
決
済
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

普
語
銀
行
の
支
梯
準
備
金

第
四
寸
五
巻

O 
主E

第

競

O 
五



普
趨
銀
行
の
支
抑
準
備
金

第
四
十
五
巻

O 
ノ、

第

披

O 
ノ、

し
か
る
に
、
緊
念
非
常
時
に
於
け
る
取
付
と
し
て
要
求
せ
ら
れ
る
資
金
は
、
金
融
恐
慌
に
土
る
か
、
然
ら
ぎ
れ
ば
預
金
者
の
銀
行

に
封
ず
る
信
頼
の
低
下
に
よ
る
の
で
あ
る
，
か
L

る
揚
合
に
於
け
る
支
抑
要
求
金
額
は
、
活
し
と
れ
を
抽
出
想
し
得
る
と
す
れ
ば
、
た

ピ
そ
の
最
高
金
額
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
要
求
排
預
金
ば
か
り
で
は
な
ぐ
、
そ
の
他
の
預
金
に
於
て
も
、
期
限
の
到
来
せ
る
も

の
a
A

全
金
額
に
等
し
き
金
額
で
あ
る
。
銀
行
が
れ
t
A

る
金
額
を
常
に
通
貨
在
以
て
庫
中
に
準
備
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と

す
れ
ぽ
ぶ
‘
-
の
安
全
性
批
紘
持
す
る
事
は
出
来
て
も
金
刷
機
劇
た
る
の
意
味
を
失
ふ
と
と

L
b
る
の
は
品
川
に
地
ぺ
た
る
一
泊
by
で
ふ
る
コ

総
つ
一
¥
か
L

る
金
制
献
を
治
貨
を
以
て
準
備
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
銀
行
と
し
て
無
意
味
の
こ
と
L
言
は
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
験
言

す
れ
ば
、
銀
行
が
金
融
機
闘
た
る
峨
能
を
全
う
す
る
上
に
於
て
は
、
か
ミ
る
非
常
時
に
封
ず
る
支
梯
準
備
の
資
金
左
る
も
の
は
算
定

の
出
来
得
友
い
も
の
と
一
吉
は
・
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

-E -
銀
行
法
施
行
細
則
に
規
定
す
る
支
槽
準
備

支
梯
準
備
金
は
何
時
に
て
も
支
携
に
膝
じ
得
る
形
態
に
て
保
有
せ
ら
れ
る
。
邸
ち
、
現
金
通
貨
か
現
金
通
貨
と
し
て
保
有
せ
ら
れ

る
。
併
し
、
支
梯
準
備
金
た
り
得
る
資
産
は
緊
念
非
常
時
の
支
沸
資
金
で
あ
り
、
即
時
の
支
燐
に
感
じ
得
る
形
態
に
て
保
有
せ
ら
れ

て
居
ら
た
い
か
ら
、
愈
々
と
れ
を
支
携
に
充
つ
る
必
要
の
生
じ
た
る
と
き
は
、
卒
常
の
支
排
準
備
金
と
同
様
に
、
現
金
通
貨
か
預
金

通
貨
か
の
形
態
に
替
へ
・
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
こ
れ
に
替
へ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
支
排
準
備
金
と
友
る
の
で
る
る
。
従
つ
で
、
平
素
の

支
梯
準
備
金
を
直
接
的
支
抑
準
備
金
と
言
ふ
な
ら
ば
、
と
れ
は
間
接
的
支
梯
準
備
金
と
言
ひ
得
な
い
課
で
は
友
い
。

直
接
支
排
準
備
金
は
支
排
待
機
の
紙
態
に
あ
る
も
の
で
る
り
、
間
接
支
掛
準
備
金
は
投
資
の
欣
態
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ



の
雨
者
は
資
金
運
用
上
の
佐
賀
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
前
に
述
ぷ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
併
し
と
れ
ら
を
総
括
し
て
支
排
準

備
金
と
見
る
も
の
に
あ
っ
て
は
.
由
刷
、
義
の
支
悌
準
備
金
を
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
第
一
線
支
梯
準
備
金
、
第
三
線
支
挽
準
備
金
及
び
第

=
一
線
支
捌
準
備
金
に
分
類
す
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
本
源
的
支
梯
準
備
金
(
第
一
次
支
梯
準
備
金

l
p
E
Z『

支
排
準
備
金

3
0
8
E
Z〕

:
2
2ぐ
E)
と
に
分
類
す
る
も
の
も
あ
る
。

円。E
Z印
)
と
第
二

我
闘
の
銀
行
法
施
行
細
川
に
規
定
せ
る
「
支
排
準
備
-
一
闘
ス
ル
明
細
書
」
の
附
属
雛
形
は
前
者
の
分
類
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
卸

ち
、
そ
の
第
一
欄
に
は
現
金
、
地
金
銀
、
外
園
通
貨
、

日
本
銀
行
へ
の
預
ケ
金
及
び
郵
便
振
替
貯
金
、
第
二
欄
に
は
日
本
銀
行
以
外

の
銀
行
へ
の
預
金
、

コ
ー
ル
ロ
I
ン
及
び
銀
行
引
受
手
形
、
第
三
欄
に
は
手
許
所
有
閑
債
が
各
々
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

今
、
こ
れ
に
つ
き
一
々
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
に
、
第
一
欄
の
現
金
は
、
銀
行
の
貸
借
針
照
表
上
に
於
け
る
現
金
で
あ
っ
て
、
そ

の
中
に
は
も
現
金
通
貨
た
る
本
位
貨
幣
噌
補
助
貨
幣
、
政
府
紙
幣
ト
先
換
銀
行
雰
の
ほ
か
に
他
民
家
一
な
る
も
の
が
合
ま
れ
℃
ゐ
る
。
他

底
雰
と
は
満
期
日
と
左
れ
る
手
形
小
切
手
、
支
沸
期
日
の
到
来
せ
る
配
首
金
領
牧
害
、
利
私
、
組
合
銀
行
聞
の
領
牧
書
、
郵
便
矯
替

謹
書
、
振
待
貯
金
排
出
設
普
及
び
諸
官
鹿
支
梯
命
令
書
、
償
還
期
日
の
到
来
せ
る
公
枇
債
詮
害
等
の
、
銀
行
が
取
引
先
か
ら
受
入
れ

た
る
各
種
詮
象
に
し
て
.
次
の
手
形
交
換
自
に
手
形
交
換
所
に
持
ち
出
し
取
立
決
済
せ
ら
れ
る
ま
で
手
許
に
保
有
す
る
も
の
を
言
ふ
。

従
っ
て
、

他
庖
雰
は
、

突
の
交
換
日
に
他
行
よ
り
、

日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
の
形
態
に
て
文
携
を
受
く
る
金
額
を
一
示
す
も
の
で

あ
る
。
手
形
交
換
機
構
に
於
て
、
各
銀
行
は
自
行
宛
の
手
形
小
切
手
を
以
て
支
梯
の
請
求
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
針

癒
し
て
考
へ
る
た
ら
ば
、
こ
の
他
底
雰
な
る
も
の
は
支
排
準
備
金
た
り
得
る
資
金
と
見
得
る
の
で
る
る
が
、

と
れ
は
現
金
通
貨
で
は

な
い
か
ら
‘
と
れ
を
現
金
と
稀
ず
る
は
軍
に
銀
行
的
用
語
た
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。

普
通
銀
行
の
文
梯
準
備
金

第
四
十
五
巻

第

競

C 
七

C 
七
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普
趣
銀
行
の
支
椀
準
備
金

第
四
十
五
巻

O 
A 

宮再

就

一O
八

地
金
銀
及
び
外
園
通
貨
は
、
銀
行
の
買
入
れ
た
る
古
貨
幣
、
金
銀
延
棒
等
ま
た
は
所
有
外
図
貨
幣
(
多
く
の
揚
合
、
弗
貨
又
は
勝
貨
)

を
言
ふ
。
我
園
の
銀
行
勘
定
に
於
て
は
、
通
常
そ
の
金
額
は
殆
ど
言
ふ
に
足
り
友
い
も
の
で
る
る
。
ま
た
、
支
排
準
備
金
は
何
時
に

て
も
支
排
ひ
の
要
求
に
舷
じ
得
る
形
態
に
於
で
あ
る
べ
き
も
の
と
せ
ば
、
地
金
銀
及
び
外
園
通
貨
は
む
し
ろ
支
排
準
備
金
た
り
得
る

資
産
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

日
本
銀
行
へ
の
到
ケ
金
〈
日
本
銀
行
針
金
報
告
に
於
で
は
一
般
間
金
)
と
い
ふ

ω、
銀
行
が
手
形
小
切
手
雄
一
吋
の
交
換
尻
を
決
済
す
る

資
金
と
し
て
保
為
す
る
こ
と
K
よ
り
支
排
咋
備
金
と
た
る
。

一
般
預
金
は
必
十
し
も
そ
の
全
部
が
交
換
尻
決
済
資
金
た
る
も
の
で
は

な
〈
、
銀
行
が
趨
賞
な
る
投
資
口
を
見
出
し
得
た
い
資
金
も
、
と
の
形
態
に
於
て
保
有
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
日
本
銀
行
預
ケ
金
の

中
よ
り
支
挽
準
備
金
の
部
分
を
差
引
き
た
る
残
額
は
そ
の
銀
行
の
も
つ
所
の
遊
資
と
認
め
ら
れ
る
。

郵
便
振
替
貯
金
は
、
振
替
貯
金
加
入
者
の
多
く
が
銀
行
と
取
引
開
係
を
有
す
る
か
ら
、
銀
行
も
亦
そ
の
口
座
に
加
入
し
、
口
座
加

入
者
相
互
聞
の
振
替
計
算
を
友
す
と
と
に
よ
っ
て
支
排
の
決
済
を
行
ふ
必
要
上
保
有
す
る
所
の
資
金
で
あ
る
。
郵
便
振
替
貯
金
は
日

本
銀
行
へ
の
預
ケ
金
と
国
間
り
、
利
子
が
附
く
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

コ
ー
ル
ロ

1
ン
の
如
く
投
資
の
目
的
を
以
て
保
有
せ
ら
れ
る

も
の
で
は
た
く
、
皐
に
支
梯
請
求
に
膝
歩
る
た
め
に
保
有
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
か
ら
、
そ
の
意
味
に
於
て
、
と
れ
は
日
本
銀
行

へ
の
預
ケ
金
と
同
様
に
銀
行
の
支
梯
準
備
金
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
る
「
支
排
準
備
金
-
一
闘
ス
ル
明
細
書
」
雛
形
の
第
一
欄
に
記
載
せ
ら
れ
た
る
資
金
は
、
銀
行
が
何
時
に
で
も
支
排
ひ

得
る
形
態
に
於
て
保
有
せ
ら
れ
居
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
通
常
、
支
排
準
備
の
第
一
線
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
上
漣
の
如
〈
、
各
項

目
に
つ
き
吟
味
を
加
ふ
れ
ば
、
必
や
し
も
そ
の
全
部
が
支
排
準
備
金
の
本
質
に
適
合
す
る
も
の
と
は
言
ひ
難
〈
、
中
に
は
、
間
接
的



支
繍
準
備
金
と
解
せ
ら
る
ぺ
脅
も
の
も
あ
る
が
、
比
較
的
通
貨
に
近
い
性
質
を
有
す
る
た
め
に
、
こ
れ
に
含
ま
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
第
一
欄
の
中
に
て
は
現
金
並
び
に
日
本
銀
行
へ
の
預
ケ
金
(
但
し
遊
資
を
控
除
し
た
る
部
分
)
及

ぴ
郵
便
振
替
貯
金
の
三
項
目
を
以
て
支
梯
準
備
金
を
構
成
す
る
資
金
と
な
す
の
で
あ
る
。

「
支
燐
準
備
ユ
関
ス
ル
明
細
書
f
羅
形
の
第
二
欄
及
び
第
三
欄
は
、
通
常
、
各
々
支
梯
準
備
の
第
二
線
及
び
支
沸
準
備
の
第
三
線
或

は
雨
欄
を
合
し
で
第
二
線
支
燐
準
備
金
と
稽
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
、
第
二
欄
及
び
第
=
一
欄
の
各
項
目
は
何
れ
も
支
挽
準
備
金
た
り

得
る
資
産
、
印
ち
間
接
的
支
捌
準
備
金
で
あ
っ
て
、
何
時
忙
て
も
印
座
に
支
携
の
請
求
に
脂
血
巳
得
る
形
態
を
以
て
保
有
さ
れ
て
ゐ
る

も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
間
接
的
支
抑
準
備
金
は
銀
行
の
非
常
時
に
於
け
る
安
全
性
が
考
窓
に
い
れ
ら
れ
る
と
共
に
、
平
常
時
に

於
け
る
牧
益
性
比
謝
し
て
も
、
或
る
桂
皮
の
荒
烈
が
賢
か
れ
注
け
れ
ば
淑
ら
泣
い
。

A
7
そ
れ
を
第
二
欄
第
一
一
一
欄
の
各
市
明
日
に
つ
い
て

4
4
察
す
れ
ば
、
・
引
の
如
〈
で
あ
る

U

第
二
欄
最
初
の
項
目
た
る
日
本
銀
行
以
外
の
銀
行
へ
の
預
ケ
金
は
同
業
者
間
の
預
金
で
あ
る
。
即
ち
、
地
方
の
子
銀
行
が
資
本
闘

係
、
或
は
取
引
関
係
る
る
都
市
の
親
銀
行
に
針
し
預
金
勘
定
(
主
と
し
て
営
感
預
金
)
を
開
い
て
ゐ
る
揚
合
、
ま
た
は
、
銀
行
聞
の

交
誼
に
基
く
千
形
交
換
所
の
代
理
交
換
の
委
託
、

そ
の
他
潟
者
尻
決
済
の
た
め
に
小
銀
行
が
犬
銀
行
へ
預
金
す
る
場
合
に
生
じ
た
る

預
金
で
あ
る
。
預
入
銀
行
の
立
場
町
ら
い
へ
ば
、

か
L

る
預
金
は
何
時
に
で
も
自
己
の
欲
す
る
通
貨
形
態
を
以
て
引
出
し
得
る
性
質

の
も
の
で
る
る
が
、
こ
れ
を
非
常
時
に
於
け
る
支
腕
準
備
と
し
て
の
観
黙
よ
り
見
れ
ば
、
か
L

る
揚
ム
口
に
は
預
入
を
受
け
た
る
銀
行

も
亦
、
非
常
時
的
友
る
支
排
の
困
難
を
排
除
し
て
後
に
支
燐
の
可
能
な
る
も
の
で
る
る
。

こ
の
賀
金
は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
と
、
預
金
た
る
性
質
に
於
て
、
外
見
的
に
は
具
る
所
-
泣
き
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

普
通
銀
行
の
支
排
準
備
金
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四
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五
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第
一
一
概
咽

〈コ

O 

日
本
銀
行
は
先
換
朱
猿
行
の
機
能
を
も
う
も
の
で
あ
る
か
ら
恥
非
常
時
に
於
て
も
創
作
的
に
安
金
を
遺
出
し
て
梯
同
院
に
舷
十
る
こ
と

を
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
梯
戻
の
た
め
に
特
に
、
非
常
時
的
た
る
窮
屈
と
困
難
と
を
排
す
る
の
必
要
が
友
い
。
然
る
に
、
普
通
銀

行
が
他
行
上
り
受
け
入
れ
た
る
政
金
の
排
炭
は

そ
の
銀
行
の
持
つ
所
の
、

所
詰
間
接
的
支
挑
準
備
金
た
お
安

非
常
時
に
於
で
は
、

金
を
通
貨
化
し
て
後
忙
初
め
で
可
能
と
な
る
も
の
で
る
っ
て
、

か
L
L

る
際
に
於
け
る
そ
の
通
貨
化
と
い
ふ
と
と
に
は
、
甚
だ
し
き
閤

叫
離
が
仲
は
な
い
ー
と
は
限
ら
な
い
の

F

な
あ
る
。
そ
れ
故
打
.
預
入
を
お
し
た
る
銀
行
K
於
で
は
、
か
L

る
預
金
は
、
卒
常
時
に
於
て
は

容
易
に
支
郷
に
充
て
得
る
形
態
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
‘
非
常
時
に
於
て
は
、
必
中
し
も
然
る
こ
と
を
笠
み
得
る
と
は
限
ら
た
い

も
の
と
言
は
・
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
と
の
黙
が
こ
の
種
の
預
ケ
金
が
日
本
銀
行
へ
の
預
ケ
金
と
臭
っ
て
、
間
接
的
支
梯
準
備
金
と
看
倣

さ
る
L
所
以
で
あ
る
包

-次に、

コ
ー
ル
ロ

l
ン
は
銀
行
法
施
行
細
川
叫
に
よ
れ
ば
、
翌
日
物
、
無
傑
件
物
及
び
七
日
以
内
据
置
の
短
期
融
通
金
で
あ
る
。
銀

行
は
支
梯
準
備
金
と
し
て
必
要
な
る
金
額
を
算
出
し
た
る
以
上
は
、
そ
れ
を
超
ゆ
石
所
の
手
許
資
金
は
、
所
詔
遊
資
一
な
の
で
あ
る
か

ら
、
貸
出
に
向
け
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、
嘗
臼
に
於
て
支
排
の
必
要
が
な
〈
と
も
近
日
中
に
必
要
と
左
る
と
認
め
ら
る
L

部
分
が
、

コ
ー
ル
ロ

l
ン
と
し
て
貸
出
さ
る
L
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
、

と
れ
は
、
直
接
的
支
梯
準

と
の
短
期
の
放
資
と
し
て
、

備
金
で
は
な
〈
し
て
間
接
的
支
掛
準
備
金
友
の
で
あ
る
。

第
二
欄
最
後
の
項
目
は
銀
行
引
受
手
形
で
あ
る
。
現
に
、
我
園
に
於
て
銀
行
引
受
手
形
は
徐
り
と
れ
を
見
る
と
と
が
出
来
左
い
が
、

そ
の
項
目
が
主
と
じ
て
意
味
す
る
所
の
も
の
は
、
貿
易
手
形
で
あ
る
。
邸
ち
、
輸
出
引
受
手
形
(
所
謂
ス
タ
ン
プ
手
形
)
と
輸
入
引
交

手
形
(
市
中
銀
行
の
引
受
並
び
に
正
令
諌
行
の
裏
書
あ
る
手
形
)
と
で
あ
る
。
銀
行
法
施
行
細
則
に
は
「
本
表
一
一
記
載
ス
ペ
キ
銀
行
預

但書第八項業務報告雛形銀行法施行細則2) 



ケ
金
及
銀
行
引
受
手
形
ハ
短
期
間
一
一
同
牧
シ
ウ
ベ
キ
確
寅
ナ
ル
モ
ノ
ニ
隈
ル
」
と
規
定
し
、
そ
の
短
期
間
の
何
日
な
る
か
を
明
示
し

で
左
い
が
.
岡
牧
の
時
日
に
そ
の
標
準
を
置
く
べ
き
事
は
明
か
で
あ
る
。

上
述
の
貿
易
手
形
の
引
受
は
、

銀
行
の
立
揚
か
ら
す
れ

ぽ、

2
1
ル
ロ

I
ン
と
同
様
に
、
手
許
資
金
の
中
、
支
擁
準
備
金
に
過
剰
す
る
部
分
の
投
下
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
る
る

f
ま
た
、
銀

行
引
受
手
形
と
稀
せ
ら
る
』
も
の
L
中
に
は
、
商
業
手
形
(
た
と
へ
ば
紡
績
手
形
の
如
し
)
車
名
手
形
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
短
期

聞
に
悶
牧
し
得
ぺ
き
確
貧
な
る
も
の
と
は
隈
ら
な
い
か
ら
、
間
接
的
支
出
抑
準
備
金
と
し
て
は
寧
?
の
不
遁
蛍
と
い
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。

第
三
欄
に
は
手
詐
所
有
園
債
の
み
が
拳
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
手
許
所
有
図
債
と
は
銀
行
の
所
有
園
債
よ
り
保
設
、
捨
保
等
に
提
供
し

た
る
も
の
、
叉
は
他
に
貸
興
し
た
る
も
の
を
除
吉
.
現
買
に
銀
行
の
占
有
せ
る
園
債
で
あ
る
。
園
債
は
日
本
銀
行
へ
持
参
す
れ
ば
何

時
に
て
も
貸
付
の
播
保
と
な
り
、
銀
行
引
受
手
形
の
再
割
引
と
叫
M
E周
等
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
。
併
し
、
特
に
第
一
一
一
械
に
州
州
立
し

て
沼
枕
さ
れ
る
所
以
は
、
第
二
欄

ι掲
げ
ら
れ
た
る
日
本
鈍
行
以
外
の
銀
行
へ
の
涜
ケ
金
、
ー
ー
ル
ロ

l

ン
M
A

ぴ
銀
れ
引
受
千
形
は

そ
の
現
在
高
の
金
額
が
、
そ
の
ま
L
間
接
的
支
梯
準
備
金
と
看
倣
し
得
る
に
反
し
、
国
債
に
・
在
り
で
は
資
金
化
し
て
幾
何
の
金
額

を
得
る
や
必
や
し
も
明
瞭
で
な
い
吋
従
っ
て
、
用
者
を
別
欄
に
記
載
し
て
計
算
の
混
品
聞
を
避
け
ん
と
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
銀
行

が
図
債
を
手
許
に
保
有
す
る
目
的
は
、
貸
出
に
於
て
‘
溜
営
左
る
投
資
口
を
見
出
し
得
ざ
る
遊
資
を
有
利
に
投
資
す
る
に
あ
る
。
併

L
、
園
債
は
日
本
銀
行
に
持
参
す
れ
ば
何
時
に
で
も
、
所
要
の
資
金
の
貸
出
を
受
け
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
に
於
て
聞

接
的
支
梯
準
備
金
で
あ
る
。

以
上
は
我
図
の
銀
行
法
施
行
細
則
「
支
挽
準
備
-
一
関
ス
ル
明
側
室
田
」
雛
形
陀
謂
ふ
所
の
支
挽
準
備
の
吟
味
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ

に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
く
・

そ
の
所
謂
間
接
的
支
梯
準
備
金
、
郎
ち
第
二
欄
及
び
第
三
欄
の
資
産
は
主
と
し
て
投
資
の
欣
態
に
あ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
支
燐
待
機
の
扶
態
に
る
る
も
の
で
は
友
い
か
ら
、
異
の
意
味
に
於
け
る
支
抑
準
備
金
で
は
た
い
の
で
あ
る
。

普
沼
銀
行
の
支
梯
準
備
金
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四
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五
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